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生命 を 与へ られ ると いふ こと も 忘れて はならぬ こと だ 

し、 日本国民 たる 自覚 は、 当局の 配慮 を俟 つまで もな 

く、 今日、 常識 ある 人間の 行動 を 支配す る こと は理の 

当然 だからで ある。 

但し 「国家的 見地」 ょリ する 言論の 統制が 演劇 を 通 

じて、 如何なる 程度に 行 はれる かとい ふこと が、 万一、 

国民の 常識で 測り 得ない もの だとしたら、 これ は 由々 

しい ことで ある。 文学 芸術の 如き、 云 は y 、「民衆 自身」 

の、 しかも、 「民衆 同士」 の、 袴 を 脱いだ 感情表現 のな 

かに、 公式 的の、 上申書 風の 体裁 を 求めて、 うっかり 

戯談も 云へ ぬと いふ やうな 固苦し さが 必要 だとされ た 



火災 視 して、 ひと 皮む けば 国民的 結束 を 種に 私腹 を 肥 

やさんと する 手 合の、 これ は 芝居に は 限らぬ が、 かの 

擬装 的 言論 を 容赦な く 封 じて 欲しい。 今日 か ゝ る 唾棄 

すべき 風習が 少しで も われく の 眼に 映る とすれば、 

この 「思想 的 堕落」 に 挑戦す る 唯一 の 文化 部門 は、 実 

に、 正統 的な 新劇と、 純文学に 外ならぬの である。 

それならば、 新劇 は、 今迄の やうな 道 を 歩みつ、 V け 

れ ばい ゝ かとい ふと、 私 は、 こゝに 若干の 意見が ある。 

第一に、 つい 先達まで 自ら 「進歩的 演劇」 の 名 を 僭 

称して ゐた 左翼 劇 及び その 流れ を 汲む 劇団と 作家 群 は、 



今後 「思 想」 の 命ずる ところに 従って 仕事 をし つ y 

けて 行く ことができ なくなった。 そこで、 転向の 声明 

も 結構 だが、 どうか 強圧 を 口実に 「思想の 仮 着」 をす 

る こと だけ はやめて 欲しい。 純 芸術的 立場 を 保つ とい 

ふ 意図 は 一 応 諒解で き なくなく はない が、 それが 単に 

消極的な 姿勢 を 示す ものであるなら、 そこから は 「新 

劇的な」 何もの も 生れない であらう。 

新 協 劇団 は、 その 結成の 当初から、 所謂 「転向」 を 

標榜して はゐ たが、 今度 新たに、 非常時 的 宣言 を 発表 

した。 なんの ために さう いふ こと をした か、 これ は 解 

る ものに は 解る ので あらう。 が、 私な ど は、 新 協の 傾 



である やうに 感じられる。 不必要に 警戒 を 与へ る 原因 

がそ こに あるの だとしたら、 劇団の 将来の ために 一 考 

すべ きで あらう。 

た V、 最後に 付け 加へ てお きたい こと は、 この 劇団 

が、 新築 地 劇団と 共に、 その 人的 要素と 組織 活動の 上 

で、 頗る 「男性的」 な 面貌 を呈 し、 時局柄、 運動の 目 

標と、 座員の 歩調 次第で は、 新 劇界に おける 有力な 役 

割 を果し 得る 条件に 恵まれて ゐる とい ふこと である。 

次に、 新劇に 於け る 左翼 的なら ざる 分野の 活動 は ど 

うかと 云へば、 一昨年、 築地 座の 解散 以来、 二三の 代 



分野に 於て は 個人的な 素質と いふ 点で は 決して 人材に 

乏しく はない ので ある。 しかも、 それらの 人々 は、 将 

来、 協力す る 舞台と いふ ものがなければ、 それん \ の 

力量 を 発揮し、 倶に 伸び 育つ 機会が まった くないと 云 

つてい、 状態で あるから、 これ は 今のう ちに なんとか 

せねば ならぬ とい ふので、 去年の 六月 あたりから、 有 

志の ものが 集まって 寄り寄り 協議 を 進めつ ゝ あつたの 

が、 例の 「文学座」 の 創立と なった ので ある。 

ところが、 この 「文学座」 こそ まだ 陽の 目 を 見ぬ う 

ちから 思 ひがけぬ 幾多の 障碍に ぶっかり 文字通り 生み 

の 悩 み を 味 はった。 それ は、 云 ふまで もな く、 結成と 



新劇の 歩むべき 道が、 果して、 この 時局に よって 狭 

めら れ たか どうか、 われわれ は、 結果に ついて 知り 得 

るの みだと 云 ひたい。 

こ、 で 特に 披露して おきたい こと は、 前掲の 「演技 

研究会」 は、 文学座 座員に 限らず 他の 劇団に 所属す る 

俳優 諸君 も 随時 参加 を 歓迎し、 共に 研究の 結果 を 発表 

し 合 ひ、 新しい 演技 理論と その 実践に ついて 十分の 検 

討 を 行 ふ 便宜が あると いふ こと、 従って、 文学座 は、 

その 劇団 活動の 一部 を、 わが 新劇 共通 目的の ために 捧 

げる決 音 心 を も つ てゐる Y ,1 とで ある。 

なほ、 劇団の 支援団体 として、 専門的に は、 「作家 団」 



の 蜂 火 を 挙げる の はい、 として、 それらの アマチュア 

は、 伝統 を 知らず して 因襲に なじみ、 概ね 見覚え 聞き 

嚙リの 半 職業 人と なる のが 関の山で、 系統的な 知識と 

修練と を 積む 機会と 方法が なく、 基礎的な もの を 遂に 

身に つけずに、 た、 V 徒らに 年を取つ てし まふ ものが 多 

かった。 

歌舞伎 や 新派が 現代 演劇と しての 生命 をと くに 失つ 

てゐ ると すれば これに 代る ベ き 新興 演劇の ためにもう 

少し は、 所謂、 信頼すべき 「専門家」 が 出て ゐて もい、 

害で あるのに、 どうして かう いふ 結果に なった かと 云 

へば、 私の 意見で は、 日本に 演劇の ァカ デミ ィ がない 
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